
平成16年 10月 1日 恵み野北町内会

黎恵
み
郷
堰
峰
制
肝
り‐
一

恵
み
野
夏
祭
り
す
ず
ら
ん
踊
り
が
恵
み
野
町
連
か
ら

八
月
八
日
に
実
施
す
る
と
の
案
内
ど
そ
れ
に
伴
う
講
習

会
を
二
回
行
う
と
の
事
で
、
北
町
内
会
で
も
早
速
手
配

し
ま
し
た
。

北
町
内
か
ら
す
ず
ら
ん
踊
り
の
講
師
と
し
て
、
北
六

丁
目
の
竹
田
芳
子
さ
ん
と
田
邊
起
代
さ
ん
に
お
願
い
し
、

二
回
に
わ
た
り
恵
み
野
中
学
校
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

竹
田
さ
ん
、
田
邊
さ
ん
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
あ

つ
て
か
八
月
八
日
の
本
番
で
は
上
手

な
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

踊
る
区
間
は
恵
み
野
交
番
前
か
ら
ラ
イ
オ
ン
歯
科
ま

で
の
往
復
で
し
た
。

北
町
内
か
ら
の
参
加
者
は
大
人
、
子
供
合
わ
せ
て
十
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平
成
十
六
年
第

一
回
北
町
内
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
八
月
二
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

恵
庭
中
央
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
三
十
三
名
の
参
加

者
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

男
女
上
位
五
名
の
入
賞
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

な
お
残
念
な
が
ら
入
賞
さ
れ
な
か

っ
た
方
に
は

参
加
賞
が
あ
り
ま
し
た
。
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民
生
委
員

北
町
内
会
の
皆
さ
ん
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
丁
目
の
民
生
委

員
の
方
を
ご
存
じ
で
す
か
。

左
記
の
と
お
り
で
す
。
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哲
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七
月
二
十
七
日
町
内
会
で
立
ち
上
げ
た

「
わ
ん

。
ラ

ン

ク
ラ
ブ
」
は
順
調
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
防
犯

活
動
を
兼
ね
備
え
た
犬
と
の
散
歩
又
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

程
度
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。

参
加
希
望
者
は
左
記
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

防
犯
交
通
部
長
　
小
出
谷
　
武

ａ
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北 藤
七 村

発足時の写真です
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赤ちゃん誕

中 村 颯 汰 ちゃん 16年 5月 5日

野 竹 陽 向 ちゃん 16年 7月 16日

北町内会に居住する会員にお祝い金として

一人5,000円差し上げております。

和田会長 (皿 )へご連絡下さい。

北 6丁 目

北 2丁 目

北
町
内
会
で
は
毎
年
七
十
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
に
敬
老
祝

い
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
北
町
内
会
で
二
百
九

十
六
名
の
方
に
祝
い
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

各
丁
目
別
で
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

北

一
丁
目
　
五
十
八
名

北
二
丁
目
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十
六
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三
丁
目
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十
七
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北
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丁
目
　
一
一十
三
名

北
五
丁
目
　
四
十
九
名

北
六
丁
目
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十
　
名

北
七
丁
目
　
一
一十
三
名

敬
老
祝
い
品
を
受
け
ら
れ
た

方
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第
三
回
北
町
内
会
作
品
展
示
会
が

平
成
十
六
年
十
月
十
六
日

（土
）
と

十
七
日

（
日
）
の
両
日
に
開
催
さ
れ
、

時
間
は
十
時
～
十
六
時
ま
で
と
な

っ

て
い
ま
す
。

場
所
は
恵
み
野
北
会
館
で
す
の
で

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
作
品
展
を
見
に
い
ら

し
て
下
さ
い
。

作
品
を
見
て
い
る
と
、
私
も
仲
間

に
入
っ
て
、
自
分
な
り
の
作
品
を
作
っ

て
み
た
い
と
思
う
方
も
中
に
は
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。平成16年 7月 ～12月分 ………34,033円

平成16年 7月

8月

……… …… 44,257円
…………………43,900円

…………6,970円
……… 6,094円

平成16年 7月 ……………

8月 ………………

聯
環
境
美
化
に
感
謝
陽

葉
翻

去
る
八
月
十
四
日

（
土
）
、
北
三
丁

目
の
上
杉
さ
ん
が
、
市
道
南
島
松
二
号

線
に
あ
る
歩
道

（距
離
約
１００

ｍ
）
と
、

そ
の
間
に
あ
る
植
樹

マ
ス
に
生
え
て
い

た
沢
山
の
雑
草
除
去
に
黙
々
と
汗
を
流

さ
れ
、
お
陰
様
で
見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

年
二
回
春
、
秋
の
清
掃
が
有
り
ま
す

が
、
こ
の
度
の
秋
の
清
掃
は
九
月
二
十

六
日
北
町
内
会

一
斉
の
日
で
皆
さ
ん
の

協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
顔
を
合
わ
せ
な
い
町
内
の
人

と
の
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。

十
月
で
す
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後

ニ
ケ
月
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
来

年
度
の
北
町
内
会
の
役
員
選
考
委
員
会

の
立
ち
上
げ
の
準
備
を
す
す
め
、
ま
た

各
区
長
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
が
、
後
任

の
選
考
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

秋

の

清

掃

町
内
会
役
員
選
考
に
つ
い
て

毎
年
恒
例
の
清
掃
奉
仕
が
、
平
成

十
六
年
九
月
二
十
日
に
恵
み
野
北
む

つ
み
会
の
方
二
十
八
名
が
集
ま
り
、

北
会
館
内
の
窓
、
事
務
室
も
含
め
て

全
部
清
掃
し
て
頂
き
ま
し
た
。

会
館
の
窓
拭
き
は
な
か
な
か
大
変

で
普
段
手
の
届
か
な
い
も
の
で
す
。

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

須
田
　
要
四
男

様

八
十

一
歳

八
月
十
七
日
　
死
去
北
五

そ
の
他
、
密
葬

一
件
有
り
ま

し
た
。
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